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緒言

碧南海浜水族館では，1991 年 に矢作川に生息する魚類 を展示す る矢作川 コーナーの改修

を行った． このコーナーにおける展示は，従来より行われてきたただ単に魚類 を水槽に収容

して見せるだけの展示手法 とは異な り，収容 された生物が生息する周囲の地形・植生環境な

どを取 り入れた H ab itat－D isplay と言われ る展示である．また，1992 年 には 10 周年記念特

別展「矢作川展」の開催が計画されていた．

当館では， この特別展の準備のため矢作川に生息する魚類相の把握 を目的 とした調査を行

うこととなった．調査は，矢作川における生息魚類 の概況を知 るため，1991年 に予備調査

を行い，1992・ 1993 年に本調査を行った．

矢作川は，長野県下伊那郡平谷峠 と愛知県設楽郡茶臼山付近 に源を発 し，岐阜県境沿いに

東加茂郡，西加茂郡，豊田市，岡崎市，安城市を流れ，西尾市 と碧南市で三河湾に注いでい

る．

かつての矢作川河口は，幡豆郡一色町，吉良町で三河湾に注 ぎ（現在の矢作古川），大雨

が降るたびに氾濫 を繰 り返 してきたため，慶長 8 年 （1603 年）に桜井村 の木戸 か ら米津

（ 現在の安城市桜井一西尾市米津）の間に長 さ 1310 m の掘割 （矢作新川）が築 かれ，現在

の川筋 となった．源流については，平谷峠とする説 と茶臼山 とする説があり，川の長さにつ

いても118 k m ，122 k m ，137 km など資料 によってさまざまである．現在，矢作川の本流

には，上流から順に矢作第 1 ダム，矢作第 2 ダム，笹戸ダム，百月ダム，阿摺ダム，越戸ダ

ム，明治用水頭首工の 7 ケ所のダムがあり， この他にも支流には幾つかのダムが築かれた管

理河川である．

矢作川全域の魚類相については，梅村 （1958，1963，1990，1993）の報告がある．また流

域である豊田市域については梅村 （1978，1980），岡崎市域 については永井・大平 （1978）

があ り，その他各市町村の市史・ 町史 などに魚類調査報告がある．その他，生物だけでなく

矢作川全体 については，環境創造研究 センター編 （1992）や松井貞雄編 （1993）などがあ

る．入手困難な資料や執筆者の記載 されていない資料 も含 まれるが，矢作川水系の魚類 につ

いて記述のあるものは，できるだけ多 く紹介するため参考文献に記載 した．

なお，本報告は碧南海浜水族館・碧南市青少年海の科学館編 （1992）及び増田他 （1994）

をもとに加筆 したものである．
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1 ．調査方法

魚類相 の調査は，予備調査 を1991 年に行 い，調査 は1992 年から 1993 年 に行った．1991

年4－5 月に矢作川本流の現地下見 を行い，東加茂郡旭町 （寿橋）か ら岡崎市 （天神橋付近）

までの 15 地点を予備調査の調査対象 とした （図 1 ）．予備調査は 8【10 月に実施 した．調査

方法は，主 として投網 による採集方法 を用い，一部の調査地点では手綱，セル ビンなどによ

る採集 も併用した．

調査地点 は，予備調査で調査 を行 った 15 地点の うち，環境の異 る6 地点で調査を行った

（ 図 2 ）．今回の調査では，支流，流域の湖沼，ダム湖 などは範囲に含 まれてお らず，矢作川

すべてを網羅するものではない．調査期間は，1992 年 6 月か ら1993 年 5 月 まで毎月 1 回，

合計 12 回の調査を行 った． また，釣 り人が多い場合や，ダムの放流 による増水，工事な ど

の場合は中止 した．調査方法は，予備調査で用いた投網，手綱，セルビンのほか，一部の調

査地点では巻 き網 による採集 も併用した．調査で採集 した魚類は，カラー写真撮影後 10％

ホルマ リン水溶液で固定 し，当館の魚類標本 として登録 した．

種の検索は，益 田他 （1984） を用い，川那部・水野 （1989），中坊編 （1993） も参考にし

た．

2 ．調査地点の概要

調査範囲は，矢作川本流 と明智川 との合流点か ら明治用水頭首工 （水源ダム）下までの本

流域である．調査範囲の河川形態 は，S t．1 か らSt．4 まではA a-Bbの移行型で，調査地点

の間にはい くつ ものダムがあ り下流へ行 くにしたがい富栄養化 してい る．St．5 で はB b，

S t．6 ではB b-Bcへの移行型となっている．また，発電用や農業用の多くの水利施設で網

目のように水系がつながっている．

・ S t．1 矢作第 1 ダムにより堰止 められ，明智川 との合流点 までは水の流れのないことが

多く，調査 区域 は明智川の合流地点から明智川にある小 さな堰 まで とした．12 回の調査

のうち流れが認 められたのは，1992 年 12 月の 1 回だけであった．

・ S t．2 St．1 との間には笹戸ダムがあるが，小さな堰堤でダムの上流 と下流では水質に差

がな く魚道 も整 っている．矢作第 1 ダムで取水 した水 は，時瀬発電所で放水されている．

調査地点は，笹戸発電所の放水口の下流から笹戸大橋 までとした．平瀬が続 き， このあた

りまでは透明度が高い．

・ S t．3 St．2 との間には，百月ダム，阿摺ダムがあり急 に透明度が悪 くなる．矢作第 2 ダ

ムで取水 した水が百月ダムの下流 にある矢作第 2 発電所 より放水される．また，百月ダム

より取水 された水は百月発電所で，阿摺ダムより取水 された水はすぐ下流にある発電所 よ

りそれぞれ放流される．

・ S t．4 このあた りは大 きな礫が平瀬 に点在 してお り，鮎釣 りの人が多 く見 られ る．調査

地点 は，犬伏川 との合流地点 とした．1993 年 1 月か ら橋 の工事が始 まり調査がで きな
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かった．

・ St・ 5 S t・ 4 との間には，越戸ダムがあり，取水 された水は越戸発電所から放流され，一

部は枝下用水 として利用 されている．調査地点は，籠川 との合流地点 とした．この区域 は

広い瀬 となってお り，一部 には浅いワンドがありコカナダモが繁茂 していた．

・ S t・ 6 矢作川のダム として は最 も下流に位置す る水源ダムがあ り，明治用水頭首工 と

なっている．調査地点は，頭首工に設 けられた魚道の下 とした．

3 ．調査結果と考察

調査は，鮎釣 りの解禁や釣 り大会，ダムの放水，工事 などで行 えなかった こともあった

が，概 ね毎月 1 回 1 年間行 うことができた．本調査で確認 された魚種 は6 科 25 種であり，
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図2 調査地点

1 991 年に実施 した予備調査の結果 とあわせると8 科 28 種であった （表 1・ 2）．

以下 に確認された 28 種の種 ごとの生息状況を記す（＊については，予備調査のみで確認さ

れた種）．

・ アユ Plecoglossus altivelisSt．1－6までの全ての調査地点で採集した．矢作川でも天

然に湖上 しているが，琵琶湖産のコアユや種苗生産されたアユが放流 されている．

・ サ ツキマ ス （アマ ゴ） Oncorhynchus masou macrostomus St．1・2およびSt．6よ

り採集 した．S t．6 では明治用水の頭首工下で 40 cm を越 える個体 を 6 月に 7 尾， 8 月に

2 尾採集 した． また， 8 月には高水温によると思われる死亡個体 3 尾 を確認 した．伊勢

湾・三河湾よ り湖上 したが，魚道を上 らず留 まっていた個体 と思われ る．いずれの個体 も
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た個体 は5－20 cm で，放流 され るものより小型の個体 も含 まれてお り自然繁殖 もしてい

ると思われる．

・ イチモンジタナゴ＊ A chgilognathuscyanostigma1991年に実施した予備調査では，

S t・ 6 で採集 しているが，今 回の調査では確認 されなかった．梅村 （1958，1963）では，

本種 を移入種 として扱っている．梅村 （1980，1990）で は「以前見 られたが見 られな く

なった種」 として報告 してい る．しか し，梅村 （1993）により再び生息が報告 されてい

る．本種が移入種であるか どうかは不明であるが，いずれにせ よ生息数はかな り少ないも

のと思われる．

・ タイリクバラタナゴRhodeus ocellatus ocellatus St．6において採集しているが，矢

作川 よりも周辺の小川や池 に多 く生息 している．矢作川への移入については不明である

が，バ ラタナゴとして梅村 （1958，1963）に記載がある． また梅村 （1990，1993）では

ニッポンバ ラタナゴが移入 されていたと報告 してお り，タイリクバラタナゴとニ ッポンバ

ラタナゴが混称されていた可能性がある．矢作川水系におけるタイ リクバ ラタナゴとして

明示した記載 は，永井・大平 （1978）にはじめて記録 されている．

・ カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatusSt．5・6において採集した．こ

れまでの矢作川における魚類調査では，カワヒガイとビワヒガイを区別せず ヒガイ として

報告 されてお り，琵琶湖か らの移入種 として扱っている場合が多い．カワヒガイとビワヒ

ガイは，尾柄高／頭長比で区別することができる．採集された個体は，尾柄高／頭長比が

4 9％以上でありカワヒガイ とした．

・ カマツカPseudogobio esocinus St．1－6までの全ての調査地点で採集した．矢作川で

は上流から河口域 まで広 く分布 してお り生息数 もかな り多い．

・ ニゴイHemibarbus barbus St．1-6までの全ての調査地点で採集した．大きな個体

は60 c m で あった．

・ タモロコ Gnathopogon elongatus St．5のみで採集した．調査範囲における生息数は

少ないが，下流域や流れのゆるやかな用水路・小川に分布している．

・ イ トモロコ Squalidus gracilisSt．2・5の2地点でコウライモロコの群に混じって

採集された．梅村 （1958，1963） は，琵琶湖からの移入種 として報告 している．後 に梅村

（ 1990・ 1993）は，かつて生息 していたが現在 は確認できなかった種 として報告 してい

る．永井 （1983）は，岡崎市周辺 に多 く分布 してお り，さらに永井 （1985）では天然分布

の可能性を示唆 している．

・ コウライモロコ Squalidus chankaensis subsp．St．1－5までの全ての調査地点で採集

した． これ までの矢作川における魚類調査では，スゴモロコとして報告 されているが，近

年スゴモロコはコウライモロコの琵琶湖固有亜種 とされた．本報告では， コウライモロコ

として扱った． この他に矢作川においては近縁のデメモロコの報告があるが，本調査では

確認されなかった．

・ ゼゼラBiwia zgzeraSt．3で1個体採集したのみであるが，1991年に行った予備調

査でもまった く同じ場所か ら採集 している．アユの放流 とともに琵琶湖か ら移入 した と考

えられ る．

・ モツゴPsaeudorasbora parvaSt．5・6の流れの弱い深みで採集された．本流より
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流域の用水・池な どに多 く生息 している．近縁のウシモツゴは，本調査で は確認 されな

かった．

・ ウグイTribolodon hakonensisSt．1-6までの全ての調査地点で採集された．陸封型

と降海型の両方が生息 していると考 えられる．St．6 より下流では，40－50 cm の個体 をよ

く見かける．

・ アブラハヤMoroco steindachneriSt．1だけから採集された．矢作川流域では，タ

カハヤと区別せず ドロバエな どと呼 ばれている．

・ タカハヤMoroco jouyiSt．2より1個体採集したのみである．既知の調査ではまっ

たく報告がないが，梅村 （1993）はタカハヤ型をしたアブラハヤが多いと報告 してお り，

混称 されている可能性が高い．当館では，本調査以外で矢作川の支流の数ケ所で生息を確

認している．

・ オイカワZacco platypus St．1－6までの全ての調査地点で確認している．早瀬・淵・

ダム湖な どのかな り異なった環境でも生息でき適応力がかな り広い．

・ カワムツZacco temminckiSt．1・2・3・4・6より採集した．オイカワ同様に

上流か ら河口周辺 まで広 く分布 している．カワムツは，岡崎他 （1991）によりA 型・ B

型の 2 型 に分 けられているが，本調査で採集 したカワムツは全て B 型であった．調査範

囲より下流ではA 型 も採集 されてお り，両型 とも生息を確認 している．

・ ハスOpsariichthys uncirostrisSt．1・3・5より採集されているが，生息数はそれ

ほど多 くない．琵琶湖 よりアユ とともに移入 した もので，矢作川にも定着 している可能性

が高い．

・ フナ類 Carassis auratus sp．矢作川流域には，ギンブナ，オオギンブナが生息してい

ると思われ るが，詳細 に同定 していないため明 らかにゲンゴロウブナ と分かるもの以外

は，本報告ではフナ類 としてまとめた．St．1・ 2・ 6 より確認 されたが，全ての調査地

点に生息 していると思われる．

・ ゲンゴロウブナ Carassius auratus CuvieriSt．5・6より採集されたが，漁協により

かなり広い範囲に放流が行われている．フナ類 については，詳細な調査が必要 と思われ

る．

・ コイCyprinus carpioSt．5・6より採集されたが，本種もフナ類同様漁協により放

流が行われている．本調査では体高の高いものばかりで，野生型 と思われる個体 はまった

く確認できなかった．

・ ハゲギギ＊Pelteobagrus nudiceps伊勢湾・三河湾に流れ込む河川には自然分布して

いないとされてお り，おそらく琵琶湖産のアユ とともに移入された と考えられる．本調査

では確認 されなかったが，予備調査で St．6 より採集 されている． また近縁種のネコギギ

の生息 は確認できなかった．矢作川水系におけるネコギギの生息については，別に詳細な

調査 を行 っている．

・ ナマズ＊ Silurus asotus本調査で確認されなかったが，予備調査でSt．6において目

視観察 されている．本種は，矢作川水系に広 く生息しているが，調査を日中に行ったため

採集 されなかった と思われる．

・ カムルチー Channa argusSt．6において採集された．本種は，1923年に日本に移入
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された とされてい る．矢作川での記録 は，梅村 （1958）が あるが，1949 年 に碧南市内

（ 油ケ淵）で採集された標本が碧南市立西端小学校に保存 されている．矢作川本流 にはあ

まり大 きな個体はいないが，流域の池沼では 70－80 cm の ものが ときどき見つかる．

・ オオクチバス （ブラックバス）Micropterus salmoides St．5・6で採集されたが，上

流のダム湖から河口周辺の深みに広 く生息している．1925 年に日本に移入されているが，

矢作川にいつ頃か ら移入してきたかは不明である．梅村 （1963）には記録がないが，永井

（ 1978），梅村 （1980）には記録されている．ルアー釣 りの普及 とともに 1970年代後半に

広がった と考えられる．

・ ブルーギルLepomis macrochirsSt．5において目視観察されただけだが，投網によ

る調査 をしている横で子 どもたちが ミミズを餌にブルーギルを簡単に釣 っていた．ダム湖

や周辺の池沼の調査 を行っていないため生息状況は把握で きないが，農業用溜池などで繁

殖しているようである．

・ トウヨシノポ リRhinogobius Sp．OR St．1・2・3・6で採集された．ヨシノポリ

は，これ まで多 くの型 に分けられているが，矢作川には橙色型にあたる トウヨシノポリが

生息している．矢作川におけるこれまでの調査では， トウヨシノポリとしての記録は見あ

たらずほとんどの場合カワヨシノポリとされている． また記載の中には，カワヨシノポリ

とトウヨシノポリの区別をしていないと明記 している報告 もある．

・ カワヨシノポリRhinogobius flumineusSt．1で採集された．また予備調査ではSt．2

で確認 された．今回の調査では， トウヨシノポリとカワヨシノポ リの分布 について明確 に

することはできないが， トウヨシノポリに比べ上流で確認されている．

各調査地点 とも共通 して出現 した魚種は，アユ，ニゴイ，ウグイ，オイカワの 4種が上げ

られる．出現 したこれ らの魚種の季節的変化を見てみると，いずれの調査地点でも7 月か ら

8 月にかけて増加 し， 9 月から11 月にかけて減少する傾 向にあ り，12 月から翌年 3 月にか

けてもっとも少ない値を示 した．多 くの魚種は，冬期 に採集 しに くい深みやダム湖に移動 し

ているもの と考えられる．

また，アユは 4 月か ら5 月に出現 し，10 月にはほとんど姿を消 してしまう． これは季節

による消長だけではな く，放流や漁獲による人為的影響が大きいものと思われる．

矢作川の魚類 について善かれた出版物 は幾つか出版 されているが，そのほとんどは梅村

（ 1958，1963），永井・大平 （1978，1983）をもとに紹介されている．調査方法や調査地点な

どが同一でないため単純に比較す ることはできないが，各調査で出現 した魚種について示 し

た（表 2 ）．

過去に記録のある魚種は 76 種にのぼるが，本調査及び予備調査で確認されたものは28 種

である．そのうち新たに確認 された魚種 は，タカハヤと トウヨシノポリであった． この 2種

については，アブラハヤとタカハヤ，カワヨシノポリと トウヨシノポリを混称 していたため

と思われる．

7 6 種の うち 48 種が確認 されなかった ことになるが，それ らはボラ，スズキな ど十数種の

汽水魚，最上流域のイワナ，小川や水田に生息するドジョウ，メダカな どと，人為的に放流

され たこ ジマス， ワカサギ，ハ ク レン， ソウギ ョ， カワスズ メ， タウナギ な どであ る．



2 10 矢作川の魚類相 （長井健生・増田元保）

表1 調査結果

S t．1 ● ：予備調査で確認された種， ○ ：10 尾以上， ◎ ：20 尾以上， △ ：目視観察

調 査 年 月

魚 種 名

9 1

予備調査

92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 93

6 月 7 月 ：8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 ：5 月

アユ

サ ツキ マ ス

イチ モ ンジ タナ ゴ

タイ リクバラタナゴ

カ ワ ヒガ イ

カ マ ツ カ

●

●

◎

1

○

◎

◎

4

4 1

1

◎

△ 2

7

8

1 1

◎

◎

◎

1

3

1

◎

1

1

◎

1

◎

4

◎

○

1

ニ ゴイ

ク モ ロ コ

イ トモ ロ コ

コウ ラ イモ ロ コ

ゼ ゼ ラ

モ ツ ゴ

ウグ イ

ア ブ ラハ ヤ

タ カハ ヤ

オ イ カ ワ

カ ワ ム ツ

ス

フ ナ類

ゲ ン ゴ ロ ウブ ナ

コ イ

ハ ゲ ギギ

ナ マ ズ

カ ムル チ ー

オオ クチ バ ス

ブル ー ギ ル

トウ ヨ シノ ポ リ

カ ワ ヨ シノ ポ リ

●

●

●

3

1

3

○

5

3

4

◎

1

6

8

○

○

◎

◎

△

2

出現 種 類 数 5 中 止 9 7 5　　　 3 4 3 4 中止 3 7 7
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S t ．2

調 査 年 月

魚 種名

91

予備調査

92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 93

6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

ア ユ

サ ツキマ ス

イ チ モ ン ジタ ナ ゴ

タイ リクバ ラタナゴ

カ ワ ヒガ イ

カ マ ツカ

ニ ゴ イ

ク モ ロ コ

イ トモ ロ コ

コ ウ ライ モ ロ コ

ゼゼ ラ

モ ツゴ

ウグ イ

ア ブ ラハ ヤ

タ カハ ヤ

オ イ カ ワ

カ ワム ツ

ス

フ ナ類

ゲ ン ゴ ロウ ブナ

コ イ

ハ ゲ ギ ギ

ナマ ズ

カム ル チ ー

オ オ ク チバ ス

ブル ー ギル

トウ ヨシ ノポ リ

カ ワヨ シ ノポ リ

●

●

●

●

●

●

◎

○

⊂）

◎

○

○

2

1

3

○

1

◎

○

1

6

◎

9

3

1

7

◎

4

△

◎

△

◎

3

1

◎

2

◎ ◎

○

5

1

◎

1

3

◎

出現 種 類 数 6 中 止 7 5 4 5 4 5 1 中 止 1 4　　　 4



2 1 2

S t．3

矢作川の魚類相 （長井健生・増田元保）

調 査年 月

魚種 名

91

予備調査

92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 93

6 月 ：7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

ア ユ

サ ツ キマ ス

イ チ モ ン ジタ ナ ゴ

タイ リクバ ラタナ ゴ

カ ワ ヒガ イ

カ マ ツ カ

ニ ゴ イ

タ モ ロ コ

イ トモ ロ コ

コウ ラ イモ ロコ

ゼ ゼ ラ

モ ツ ゴ

ウグ イ

ア ブ ラハ ヤ

タ カハ ヤ

オ イ カ ワ

カ ワ ム ツ

ス

フナ類

ゲ ンゴ ロ ウブ ナ

コイ

ハ ゲ ギ ギ

ナ マ ズ

カ ム ル チー

オ オ ク チバ ス

ブル ー ギル

トウ ヨシ ノ ポ リ

カ ワ ヨシ ノ ポ リ

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

5

1

5

◎

1

2

1

4

1

3

1

1

1

1

出 現種 類 数 8 中止　 6 7 4 3 0 1 中止 中 止 中止 中止 中 止
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S t．4

調 査 年月

魚 種名

91

予備調査

92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 93

6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

ア ユ

サ ツ キマ ス

イ チモ ンジ タ ナ ゴ

タイ リクバ ラタナゴ

カ ワ ヒガイ

カ マ ツカ

ニ ゴイ

ク モ ロ コ

イ トモ ロ コ

コ ウ ライ モ ロ コ

ゼゼ ラ

モ ツゴ

ウグ イ

ア ブ ラハ ヤ

タカハ ヤ

オ イ カ ワ

カ ワム ツ

ス

フナ類

ゲ ンゴ ロウ ブ ナ

コイ

ハ ゲ ギギ

ナ マズ

カ ムル チ ー

オオ クチバ ス

ブル ー ギ ル

トウ ヨシ ノ ポ リ

カ ワ ヨシ ノ ポ リ

●

●

●

●

1

1

7

7

2

3

3

9

3

2 3

1

出現種 類 数 4 中止 中 止 4 中止 6 1 1 工 事 の た め中 止



2 1 4

S t．5

矢作川の魚類相 （長井健生・増出元保）

調 査 年 月

魚 種名

91

予備調査

92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 93

6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

アユ

サ ツ キ マ ス

イチ モ ン ジ タナ ゴ

タイ リクバ ラタナゴ

カ ワ ヒガ イ

カ マ ツ カ

ニ ゴ イ

タモ ロ コ

イ トモ ロ コ

コウ ラ イモ ロ コ

ゼ ゼ ラ

モ ツ ゴ

ウグ イ

ア ブ ラハ ヤ

タ カハ ヤ

オ イ カ ワ

カ ワム ツ

ス

フナ類

ゲ ン ゴ ロ ウブ ナ

コイ

ハ ゲギ ギ

ナ マズ

カ ムル チ ー

オ オ クチ バ ス

ブ ルー ギ ル

トウ ヨ シ ノポ リ

カ ワ ヨ シ ノポ リ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◎

4

5

5

○

3

◎

1

4

△

◎

○

1

6

◎

1

1

2

6

2

1

1

2

△

△

△

2

△

1 1

2

3

1

1

1

1

◎

1

3

◎

1

出現 種 類 数 11 中 止 中止 10 7 4 2 1 4 1 3 5 7
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S t．6

調査 年 月

魚種 名

91

予備調査

92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 93

6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月

ア ユ

サ ツ キマ ス

イチ モ ンジ タナ ゴ

タイリクバラタナゴ

カ ワ ヒガ イ

カ マ ツ カ

●

●

●

●

○

7

○

○

2

1

◎

◎

2

1

◎

2

1

◎

2

3

△

△

△

1 1 △

2

△

△

△

ニ ゴ イ

タ モ ロ コ

イ トモ ロ コ

コウ ラ イモ ロ コ

ゼ ゼ ラ

モ ツ ゴ

ウ グイ

ア ブ ラハ ヤ

タ カハ ヤ

オ イカ ワ

カ ワム ツ

ス

フナ類

ゲ ンゴ ロ ウブ ナ

コイ

ハ ゲ ギギ

ナ マ ズ

カ ム ルチ ー

オ オ クチ バ ス

ブ ル ーギ ル

トウ ヨ シノ ポ リ

カ ワ ヨ シノ ポ リ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

○

1

3

◎

5

○

◎

1

1

1

1

4

○

◎

◎

◎

1

1

1

4

◎

◎

5

◎

2

△

△

1

◎

5

◎

◎

◎

出現 種類 数 15 9 14 13 11 8 3 0 1 0 1 5　　　 1
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表2 過去の調査記録との比較

魚　　 種　　 名
梅 村 梅 村 永井・大平 梅 村 梅 村 梅 村 予備調査 本 調 査

（1958） （1963） （1978） （1980） （1990） （1993） （1992） （1994）

ス ナ ヤ ツ メ

サ ッパ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

コ ノシ ロ ○

ウナ ギ ○ ◎ ◎

オ オ ウ ナギ

ワカ サ ギ

ア ユ

○

◎

△

○

◎

△

◎

イ ワ ナ

ニ ジ マ ス

サ ツ キマ ス （アマ ゴ）

○ ○

◎

○

○

○

○

○

ヤ リタナ ゴ ○ ◎ △ △

ア ブ ラ ボテ ○ ◎ △ △

カ ネ ヒ ラ

シ ロ ヒ レタ ビ ラ

（タ ビ ラ）

イ チモ ンジ タ ナ ゴ

タ イ リ クバ ラ タナ ゴ

ニ ッポ ンバ ラ タナ ゴ

（バ ラタ ナ ゴ）

カ ワ ヒガ イ

（ヒガ イ）

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

△

△

△

◎

△

◎

△

◎

◎

△

◎

カマ ツ カ ○ ◎ ○ ◎ ◎

ニ ゴイ

ズ ナ ガ ニ ゴイ

タモ ロ コ

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

※

◎

◎

※

◎

◎

◎

◎

◎

◎

イ トモ ロ コ ○ ◎ △ △ ◎

◎

◎

デメ モ ロ コ ○ ◎ ◎ ◎

ス ゴ モ ロ コ

コウ ラ イモ ロ コ

ゼ ゼ ラ

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

モ ツ ゴ

シナ イ モ ツゴ

ウシ モ ツ ゴ

ウグ イ

○ ◎

◎

◎

○

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

ア ブ ラハ ヤ

タ カハ ヤ

オ イ カ ワ ○

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

カ ワ ム ツ ○ ◎ ○

○

○ ◎ ◎ ◎ ◎

ス ○ ◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎

◎

カ ワバ タモ ロ コ ◎ ○ ◎ ◎

フナ類 ○

○

○

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

◎ ◎

ゲ ン ゴ ロ ウブ ナ ◎ ◎

コイ ◎ ◎ ◎ ◎

ソウ ギ ョ

ハ ク レ ン

ドジ ョウ

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎
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和名は，主に日本産魚類大図鑑 （益田他 1984）に従ったが，タビラ，バラタナゴ， ヒガイ，ヨシノ

ポリについては，種の特定ができないため著者の用いたままの和名を（ ）で示した．

◎：本調査の範囲内より採集記録の認められる種．

〇：本調査の範囲以外，または矢作川水系 と報告されている種．

△：かつて生息 していたが，現在は認められないと報告のある種．

※：梅村 （1990，1993）の本文中にのみ記載されている種．

魚　　 種　　 名
梅村 梅 村 永井・大平 梅 村 梅 村 梅 村 予備調査 本 調 査

（1958 ） （1963） （1978） （1980） （1990） （1993） （1992） （1994）

シマ ドジ ョ ウ ○ ◎ ○

○

◎ ◎

◎

◎

◎

◎

◎

ホ トケ ドジ ョウ ○ ◎ ○

○

◎ ◎

ギ ギ ○

○

◎ ○ ◎ ◎

ネ コギギ ◎ ○ ◎ ◎

ナ マ ズ ◎ ◎ ◎

ア カザ ◎ ○

○

○

○

○

○

◎ ◎

クル メサ ヨ リ ○ ○ ○ ○

メ ダ カ ○ ◎ ◎ ◎

ボ ラ ○ ○ ◎ ◎

カム ル チ ー ○ ◎ ○ ◎ ◎

スズ キ ○

○

◎

○

◎ ◎

オ オ クチバ ス ○

○

○

◎ ◎

ブル ー ギ ル

ヒイ ラ ギ

◎

○

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

シマ イ サ キ ○ ○ ○

コ トヒキ

カ ワス ズ メ

カ ワァ ナ ゴ

○ ○

◎

○

○

◎

○

ドンコ ○ ◎ ◎ △

◎

○

ア ベハ ゼ

トウ ヨ シ ノポ リ

カ ワ ヨ シ ノポ リ

（ヨシ ノ ポ リ）

チ チ ブ

○

○

○

○

○

◎

◎

○

◎

○

シ マハ ゼ ○ ○ ○

ピ リンゴ ○ ○

ウ キ ゴ リ ○ ○ ○ ○

マハ ゼ ○

○

◎ ◎ ◎

ボ ウズ ハ ゼ ○ ○ ○

コテ ○ ○ ○

カマ キ リ ○ ◎ △ △

カ ジカ ◎ ○ ○

イ シガ レ イ ○ ○ ○ ○

ギ マ ○ ○ ○

確認 魚類 種 数 52 6 1 27 28 62 61 19 25
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調査期間中にスナヤツメ（ア ンモ シーテス），ウナギ，タウナギ， ドジョウ，ホ トケ ド

ジョウ，シマ ドジョウ，オヤニラミが支流 に生息 しているとの情報があ り，当館でもこれ ら

7 種 を確認す ることができた． しか し調査範囲 よりはずれるため調査結果 には含 めなかっ

た．

オヤニラミについては，人為的に放流された ものと思われるが，幼魚 も確認 されてお り局

所的に定着 している可能性がある．

本調査で確認できなかった種について も，48 種中 35 種 を調査期間外 に支流や池沼で確認

して い る． しか し， オ オ ウナ ギ， ヤ リタ ナ ゴ， ア ブ ラ ボテ， シ ロ ヒレ タ ビラ， カネ ヒラ，

ニッポ ンバ ラタナ ゴ， ズナガニ ゴイ， デ メモロ コ， ネコギギ， アカザ， ドン コ， カ ジカ， ボ

ウズハゼについては確認できなかった．そのうちアブラボテ，カネヒラ，ニ ッポンバラタナ

ゴ，ズナガニゴイ，デメモロコの 5 種 については，アユの放流に伴い一時的に出現 した とも

考えられるが詳細 については不明である． また，オオウナギ，ヤ リタナゴ， シロヒレタビ

ラ，ネコギギ，アカザ， ドンコ，カジカ，ボウズハゼについては，極めて生息数が少ない

か，または既 に絶滅 してしまった可能性 もあり，詳細 な調査・保護 の必要性がある．

S u m m a ry

W re d id a p relim in a ry in v estig a tion a t 15 sta tio n s，in or d er to k n o w th e g en e ra l fa u n a

o f fish e s a t th e Y a h a g i R iv er in 199 1．A n d w e h a d a m a in in v e stig a tio n in1992and1993．

T h e p la c es w e in v e stig a te d a re 6 d iffere n t e n v iro n m en ta l sta tio n s．T h a t co m e s fr om th e

c o n flu e n c e o f th e A k ec h i R iv e r a n d th e Y a h a g i R iv e r to th e M eiji irrig a tio n w ate rg a te．

A n in v estig a tiv e re p o rt re late d to anpreviousreportthatthe YahagiRiver from the

u p p e r s t r e a m t o t h e m o u t h o f th e r iv e r c o n f ir m e d th a t t h e ir w e r e 7 6 s p e c ie s o f f is h ． In

t h is in v e stig a tio n ，w e re co rd e d 2 8 sp ec ies of 8 fa m ilie s．T h e se in c lu d e d 19 sp p ．o f 6 fa m ．

b y p r e lin l in a r y in v e s tig a t io n a n d 2 5 s p p ．o f 6 fa m ．b y m a in in v e s t ig a tio n a t th e m id d le

r eaches ofthe YahagiRiver．We newly recorded2spp．Phoxinus oxycephalus and

Rhinogobius sp．OR．Wecanconfirmalmostallspeciesinsideofthe76spp．thatwere

onr e c o r d u n t i l o u r r e c e n t i n v e s t i g a t i o n ． H o w e v e r ， w e c a n ’ t c l e a r l y verifyinformation

a b o u t 4 0 r 5 s p e c ie s ．

W e think that more detailedinvestigationis necesary for the protection of these

f i s h e s alュd their naturalenvironment．
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